
北中だより
～ よりよい人間関係を築くための取り組み ～

今年度、本校では、「より良い学校生活や家庭生活」を過ごすために道徳や総合の時

間を通じて、次の２つの事に取り組みます。

○品格教育の実施。

毎月の学年集会で、その月のテーマについて校長講話を行い、その週の道徳の

時間に、その内容のテーマについて各学級で話し合い、考えを深めて行きます。

また、年間テーマカレンダーや毎月のポスターを作成して校内に掲示し、意識

を高めています。

○ＳＥＬ学習（社会性と情動の学習）の実施。

自己への気づき、他者への気づきと関わり方を基礎とした、社会性（対人関係）

に関するスキル、態度、価値観を身につける学習を行い、自分自身や周囲の人々

を思いやることができるようになる学習。４月は、自己紹介のポイントを学習し

て各班でロールプレー（役割・演技）を行いました。とても和やかな雰囲気で授

業が行われました。

「品格教育」 毎月のテーマ

４月 あいさつ ５月 思いやり ６月 責任 ７月 良心

９月 勇気 １０月 公共心 １１月 フェア １２月 寛容

１月 感謝 ２月やりぬく心 ３月 誠実

～ 松井秀喜に学ぶ ～

石川県星稜高校で甲子園に４度出場。５打席連続敬遠される。高校卒業後、読売巨人軍

に入団。４番打者として、打点王・本塁打王・ＭＶＰを獲得。その後、ニューヨーク・ヤ

ンキースに入団。ワールドシリーズ制覇、ＭＶＰ獲得。日米通算５００本塁打を記録。

○ 僕はコントロールできない過去よりも、変えていける未来にかける。

○ 僕はどんな技術やパワーよりも、逆境に強い力を持った選手になりたいと願って

います。

○ 人間は悔しさとか、何かしたいという気持ちが、大きなエネルギーになると思う

のです。

○ 僕は生きる力とは、成功を続ける力ではなく、自分に打ち克つ力であると考えて

います。

○ 調子が悪いときに、いい時の自分を思い出そうとするのは嫌いですね。そう思っ

た瞬間、それは後戻りじゃないですか。

○ 不幸にも失敗した時は、その状況で可能な限りのベストな選択を考えるしかない

と思う。だって失敗しない人なんてこの世の中にはいないのだから。人生には失敗

からしか学べないものもあると思う。

※ 皆さんもこのような考え方や力を参考にして、どんなことからも逃げずに頑張れ

る人に成長しましょう。

～ 表 彰 ～

市民スポーツ祭

卓球部 女子団体３位 剣道部 男子団体３位

体操部 井上 楓梨 女子個人総合 １位

（跳馬 １位 平均台 １位 ゆか ２位）

５ 月 中 行 事

２日（月） 朝礼・心臓検診（１年） ６日（金）内科検診（２年２クラス）

９日（月）家庭訪問（１・２年） １０日（火）～１３日（金）家庭訪問（全学年）

１２（木）・１３日（金）中間考査 ２３日（月）内科検診（２年２クラス）

２３日（月）放課後学習開始 ２４日（火）眼科検診

２５日（水）体育大会練習開始・検尿（再々提出）

２８日（土）授業参観・育友会総会 ３０日（月）振変休日

※ ２９日（日） サンクスコンサート 本校体育館 ９時３０分 開場

ふるさと北中から

あしたの北中へ
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